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4月18日には、当社、創業55周年記念祝賀会が都ホテル京都八条の陽明殿
を拝借して、たくさんのご来賓のお客様のもと無事に開催されましたこと、
改めて感謝いたします。場外と場内、受付と社員の皆が協力してお客様を
迎えれたことも大変素晴らしく感じられたようです。ここで何名かのご来
賓の方のコメントを紹介します。

M様｢御社55周年記念祝賀会に出席させていただきありがとうございまし
た。大変素晴らしいお祝いの会であり、楽しい祝賀会でありました。内容
も随分と趣向を凝らしておられ感動いたしました。なかでも社員様全員が
それぞれの役割分担されて参加されて、心を込めての対応をされておられ
たのには、感心しました。本当にありがとうございました。｣

Ｈ様｢素晴らしい55周年記念パーティーにお招きいただきありがとうござ
いました。本当にあっという間の見事な企画の3時間でした。太鼓が主役の
和楽も立派でしたが、全体として社員に焦点が当たり、社員の皆様が随所
に役割を演じられた点が、なかなか他に例を見ない特徴であったのではな
いでしょうか。活気みなぎる光栄プロテック社の姿を目の当たりにする思
いでした。参加者の皆さんも同じ思いだったと思います。御社の益々のご
発展と、社員の皆様の更なるご活躍を心よりお祈りいたします。｣

又、21日にはサブバンクの支店長様とご担当者様がわざわざ当社へご訪
問されて、改めて祝賀会の感動を語り｢ぜひ、当行にもサポートをさせても
らいたい｣とのお言葉を頂きました。もったいないお言葉を頂きうれしく思
いましたが、同時にこれから60年を迎えるために私自身が述べた言葉を責
任感を持って、具現化していきたいと思います。特に、技術者のマルチタ
スク(多能工)と女性の活躍は最重要課題であります。ベテランが、自分たち
が身に付けた技術･知識や知見を若年社員にしっかりと伝承･育成する、又
女性社員が長く勤められるハラスメントの無い会社風土を、社員全員で
作っていってもらいたく存じます。一方で、千葉営業職や技術職の充実も
進めてまいります。できれば今以上に千葉、大阪の人材交流なども進んで
いくようになればと考えております。ぜひ、皆様のご協力をよろしくお願
い申し上げます。
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